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北海道におけるマメ類ウイルス病に関する研究*

第2報 インゲンモザイクウイルスの種子伝染について

萩田孝志・仙北俊弘・小島 誠

四方英四郎・村山大記

(北海道大学農学部植物学教室)

(昭和49年8月22日受理)

Studies on legume virus diseases in Hokkaido 

II. Seed transmission of bean common mosaic virus 

Takashi HAGITA， Toshihiro SENBOKU， Makoto KOJIMA， 

Eishiro SHIKATA and Daiki乱r1URAYAMA

(Department of Botany， Faculty of Agriculture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

1.緒言

前報でも明らかなように，北海道におけるインゲンの

ウイノレス病の中で，インゲンモザイクウイノレス (BCMV)

によるものがきわめて多しかっ本ウイノレスが種子伝染

性であることから，今後一層重要な病害のひとつとして

おミ目されるものと思われる。栗林 (1926)はインゲン「モ

ザイク」病の種子伝染について報告しているが，ウイル

ス汚染種子を殺菌剤処理や熱処理しても，その効果はま

ったくなかったと述べている。さらに村山 (1941)はイ

ンゲン各品種を用い，モザイタ病の種子伝染をみ，平均

30%以上の汚染率であったことを報告している。その

他，ソラマメモザイク病などマメ科植物のモザイク病の

種子伝染について報告している o

本報告では現在，北海道で栽培されているインゲン各

品種について栽培地域別にその汚染状況を調らベ，かつ

種子伝染機構に関する若干の基礎的研究の結果について

述べる。

本実験のために，種子の分譲を頂いた北海道中央農業

試験場，同十勝農業試験場，同北見農業試験場，同滝川

原々種農場，女満別種苗センター，ならびに十勝農協連

の御厚意に対しJ心よりお礼申し上げる。

II. 地域別にみた種子の汚染調査

a. 実験方法

北海道各地域で 1970年に生産されたインゲン主要品

種を木枠箱 (77x 54.5 X 15 cm)に各100粒宛播種し，ウ

イノレスによる汚染率を調らベた。

調査は播種後1カ月日に行ない，典型的なモザイク症

状を呈したものは，分離株として収穫し，一35
0Cで凍結

保存した。一方，病徴の軽微な株は検定植物(改良大手

亡)に戻し接種し，感染を確認した。

b. 調査結果

第1表に示すように45実験区中，発病の認められた

ものは7区で，その汚染率を採種地，品種別にみると長沼

産虎豆が 25%，長沼産(原々種産のものを1年栽惜した

もの)大福で 1970，十勝産新金時で 17%，長沼産(胆振

産中生種を1年栽培したもの)大福で 15%，女満別産手

無大手亡で2%，十勝産改良中長で 1%，十勝産虎豆で

15'らであった。発病個体中，長沼産虎豆の 10個体は本葉

に明瞭なモザイク症状を呈し，棄の先端部が裏面に向か

つて巻き，大福の6個体は本葉にモザイク症状(とくに

veinbanding)を呈した。その他の擢病個体はすべて病

徴が軽微か不明瞭なため戻し接種の結果によった。道央

に比較して北見，十勝地方で採種されたインゲン品種の

汚染率が低いことがわかった。

C. ウイルスの同定

汚染種子から分離されたウイルスがインゲンモザイク

ウイルスであるか否かを検討した。

7分離株につき寄主範囲を調らべたところ， インゲン

にのみ感染し， ソラマメ(早生ソラマメ)，エンドウ(米

国大爽)， Nicotiana glutinosaには感染しなかった。

キ 本研究のー部は昭和44，45年度日本豆類基金協会からの研究費に依った。
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BCMVによるインケ‘ン各品種の種子
汚染状況
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種子伝染機構に関する試験

権病種子より分離したウイノレスを用いて，感染時期，

感染部位を変えることにより，種子伝染にどのような影

響があるかを調らベた。

また採種した爽の位置，莱中の粒の位置との関係につ

いても併せ調らベた。

a. 実験方法

擢病大福種子より分離したウイノレスを改良大手亡で増

殖させ，接種後2週間自の権病葉を収穫し，生葉あるい

はー35
0
Cで凍結保存したものを接種源とした。大正金
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b. 実験結果

1) 接種時期と種子伝染との関係

大正金時を用し、，接種時期を以下の4区に設定した。

すなわち，第1区は播種後10日目(初生葉のみ)に，第

2区は播種後19日目(第2本葉が展開，第3葉の新葉が

出現した状態)，第3区では播種後27日目(約半数が開

花した状態)，第4区は播種後41日目(開花後約7-10日

ほとんどが結爽した状態)のそれぞれの初生葉に接種し

た。その結果，第2表に示すように，その後の種子伝染

率は早期に接種したものほど高く，第4区で、は種子伝染

が認められなかった。初生葉に接種したこの実験では，

合計すると種子伝染率は45%の高率であった。

2) 巌種目寺期，接種部位と種子伝染との関係

上述の実験にJ妾種部位を組み込み，以下の4区を設定
した。すなわち第1区では大正金時の播種後10日目句、

初生葉(前実験第1区)，第2区では播種後20日目の本

金時(第2葉が展開し，第3葉の新葉が出現した状態)、の

第 1本葉に，第3区では播種後27日目の本金時{第3葉
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その他，病徴は示さなかったが，ダイズ(十勝長葉)，アズ

キ(宝小豆)に不顕性感染が認められた。また1分離株

につきモモアカアブラムシ (λ今zuspersicae)による虫

媒伝染試験を行なったところ，非永続的に伝搬されるこ

とが認められた。一方，粗汁液中の物理的性質は不活化

温度が55-600C(10分間処理)，希釈限界は10-3-10-4，

保存限界はどCで4日以上であった。さらに dip法に

よるウイノレス粒子の観察の結果， 750-800nmのひも状

粒子であることが判明した。これらの結果から，種子由

来のウイノレスはインゲンモザイクウイルスと同定した

(井上， 1968)。
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a)ウイノレス防除区の種子;b)中生種;c)滝川原々種

産を長沼で1年栽培;d)北見産早生種を長沼で 1年

栽培;e)胆振産中生種を長沼で 1年栽培
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接種時期および媛種部位の違いと結爽

部位からみた種子伝染率の変動

第4表接種時期の違いによる種子伝染率の変動
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接種時期および接種部位の違いによる

種子伝染率の変動

第 3表

播種発芽発病伝染率
接種部位

粒数粒数苗数 (70) 
接種
時期

日

U

A

り

4
4
0
6

向

U

A

U

q

o

q

o

F
D
G
U
R
μ

ヴ

4

1

i

n

t

q

o

 

F
U
Q
U

巧

d

巧

d

可

ム

巧

d
q
δ

第 2結爽部

第3結爽部

第4結爽部

第 5結爽部

第

2
本
葉

11/13 

供試品種

89 39 44 47 初生業

第 1本葉

第2本業

第 3本案

大正金時

本金時

本金時

大正金時

10/26 

11/6 

11/13 

11/27 

ヴ

d

n

U

A

リ

ハ

リ

ハ

リ

ハ

リ

司
自
由
晶ーム

n

U

A
り

n

U

A
り

n
u

氏
U

Q

J

q

d

A

せ

1
A

つ白

y
i
η
L
n
F白

R
U
Q
J
R
υ

ヴ

4

1

ム
ヮ
“

T
ム
ヮ
“
ヮ
“

第1結爽部

第2結爽部

第3結爽部

第4結爽部

第5結爽部

第6結爽部

40 14 35 36 

5 

1 

6 133 

75 

137 

83 1 
第

3
本
業

11/27 

爽中の粒の位置と種子伝染との関係

4) 自然感染した株の結爽部位と種子伝染との関係

ほ場で自然感染した大福につき，大きくその結爽部{立

を上・中・下の3区に分け，それぞれの種子につき，そ

の種子伝染率を調らべた。その結果， 491粒(371粒発芽)

中22個体に発病が認められ，上位が 13個体，中位が7

個体，下位が2個体というように上位結爽種子ほどその

伝染率が高かった(第6表)。

発病のみられたものについてそのま走中の粒の位置との

関係を第1図に示した。これからもわかるように爽中の

粒の位置と種子伝染との問には高い相関はなさそうで

ある。
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粒の位置
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が展開し，すでに花芽が形成された状態)の第2葉，第

4区では播種後41日目の大正金時の第3葉にそれぞれ

接種した。

その結果，第3表に示す如く，接種時期による差のほ

かに接種部位による差が認められた(第2表と比較)。す

なわち，接種部位が上葉になるにつれてその後の種子伝

染率が低下した。この実験での種子伝染率をみると合計

して2170とt述の実験の約半分に低下した。

3) 結爽部位，粒の位置と種子伝染との関係

上述の実験を，結爽部位，爽中の粒の位置から見直し

てみると第4，5表の通りである。

なお，初生葉に結爽したものを第1結爽部とし，ヨド葉

第 1葉に結爽したものを第2結爽部(以下同様)とし，最

上部に結爽し，阪芽を有しないものを第6結爽部とし，

初生葉の下に結爽したものを下位結爽部とした。また爽

中の粒の位置については基部(柄部)から先端に向って

1， 2， 3， ......とした。

第 4表から明らかなように，接種部位より上{立に結爽

したものに種子伝染がみられ，下位に結爽したものには

認められなかった(本葉第3葉接種区の第1結爽部の 1

個体のみ例外)。爽中の位置については第5表にみるご

としとくに規則性あるごとくにはうかがえないか，基

部の方が種子伝染率が高く，先端部は一般に低L、ょうで

ある(第1図も参照)。
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結爽部位，爽中の粒の位置と種子伝染

との関係(模式図)
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生時期との関係に触れ，早生穫などの品種の選択や，栽

培技術の改善による回避栽培を推奨している。また，彼

はウイノレス感染時期が，種子伝染率に影響することを示

唆しているが，木実験(第 2，3表参)1めからも明らかな

ように，感染時期が早いものほど，その後の種子伝染率

が高くなる。開花後， 7-10日間経過したインゲンに接

種しでも種子伝染がおこらなかったということは，種子

伝染が起るためには，怪の分化のごく初期にウイノレスが

阪に到達していなければならないことを示す。また本実

験で明らかとなったことで，興味ある事実は接種部位よ

り上位に結美したものについてのみ種子伝染が認めら

れ，下位のものでは種子伝染がおこらなかったことであ

る。このことから，第6表に示した自然感染した大福の

感染時期を推定してみると，下位に比して中位，上位結

爽部でかなり種子伝染率が高いことから，おそらくそれ

は中位の開花期前後と考えられる。一方， BCMVに感

染していても，開花前の気温が20
0
C以下の場合，種子

伝染が認められてL、なし、 (Crowley，1957)ことを考え併

せるならば，本道におけるインゲン種子生産はアブラム

22 

IV. 

13 

北海道各地産のインゲン種子につき， BCMVによる

汚染状況を調らべたところ，道央産のものに比較して道

東，十勝地区の種子の汚染度が低いことが判明した。こ

のことは前報の BCMVの発生頻度ともよく符合するも

のである。このことの理由のひとつは前報でも触れたよ

うに生態要因，主としてアブラムシの発生時期とインゲ

ン栽培期間との関係，とくに随物の感受性の高い初期生

育段階でのアプラムシとの接触期間の長短があると思わ

れる。 BCMVの寄主範囲はきわめて狭心ほ場感染は

種子伝染株を感染源とした虫媒伝染がそのほとんどを占

めているであろう。したがって，種子伝染による樫病種

子の絶滅が本ウイノレス病防除のためにもっとも重要なこ

とになろう。この点からも種子伝染機構を究明し，権病

種子を根絶することが急務であると思われる。 Fajardo

(1930)は種子伝染による擢病株が存在しなければ，いく

ら媒介昆虫がほ場に存在していてもほ場汚染はおこらな

いと述べ，さらにインゲンの栽倍時期とアブラムシの発
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シ発生の返し、，しかも冷涼な道東，十勝地方などでなさ

れるのがよいと考えられる。

V. 鏑 要

北海道各地のインゲン主産地で、銀種されたインゲン主

要品種につきインゲンモザイクウイノレスによる汚染調査

を行なうとともに，種子伝染由来のウイノレス株を用いて

種子伝染機構に関する若干の試験を行なった。種子伝染

率を採種地域別にみると道央産のインゲンが，道東産，

十勝産のものに比較して高く，最高 25%もの高さを示

した。

実験的に温室内で接種した場合，接種時期が早いもの

程，その後の種子伝染率が高く，開花7-10日経過後に

接種した場合，種子伝染が認められなかった。またイン

ゲン初生葉に接種した場合， 89%もの種子伝染率を示し

たが，本業第1葉， 2 ~案， 3葉に接種した場合，それぞ

れ 40%，5%， 1%と漸次低下した。また接種部位を変

えた場合，接種部位より上位に結爽した種子にのみ種子

伝染が認められ，下位給爽種子には認められなかった。

爽中の粒の位置と種子伝染との聞には明確な規則性は

ないようである。

引用文献

1) CROWLEY， N. C. (1957). Austrarian J， Biol. Sci. 
10: 449-464. 

2) FAJARDO， T. G. (1930). Phytopatho1ogy 20: 
469-494. 

3) 井上忠男 (1968). 農学研究 52:11-29. 

4) 栗林数衛 (1926). 病虫害雑誌 13:199-210. 

5) 村山大記 (1941). 札幌農林学会報 34:40-74. 

6) 村山大記・四方英四郎・小島誠・仙北俊弘・梶原一義・

上回一郎 (1975). 北大農学部邦文紀要 9:155-159. 

Summary 

This study was carried out to survey the seed 

transmission of bean common mosaic virus (BCMV) 

from severa1 varieties of French beans which were 

grown in natura1五e1dsin some districts of Hok-

kaido， and to investigate some factors a任ecting

seed transmission of BCMV. Based on the results 

of the survey， the rate of seed transmission of 

beans which were grown in the central part of 

Hokkaido was higher than that of ones which were 

grown in the eastern or Tokachi regiones (max-

imum per cent: 25%). 

From the experiments of arti五cia1inocu1ation of 

French bean p1ants in a greenhouse， it was found 
that the rate of seed transmission of beans was 

higher in the early inocu1ations， and that no trans-

mission occurred in the beans obtained from bean 

p1ants which were inocuJated 7 to 10 days after 

flowering. When the primary Jeaves of the bean 

plants were inoculated with the virus， the rate of 
seed transmission of the virus was， therafter， 89%. 

However， the rate of the transmission of the virus 

was40%，59もand1 %， respectively， with inocuJation 

of the 1st， 2nd and 3rd trifoliate Jeaves. 

The seed transmission occurred onJy in the bean 

seeds fructi五edin the upper parts inocuJated with 

the virus. It was 1ikeJy that there was no close 

correJation between the seed transmission and the 

position of the seed within the pods. 


